第１回泉佐野丘陵緑地運営会議

日時：2011年６月２日（木）　14：00～17：00
場所：泉佐野丘陵緑地工区会議室及び現地視察
出席委員（敬称略）

大阪府立大学大学院　生命環境科学研究科　教授　増田昇（委員長）

大阪府立大学大学院　生命環境科学研究科　准教授　下村泰彦

大阪市立大学大学院　工学研究科　准教授　嘉名光市

泉佐野市都市整備部　部長　松下義彦

大阪ガス株式会社　エネルギー・文化研究所（CEL）客員研究員　弘本由香里

うみべの森を育てる会　代表　西台幸子

泉佐野丘陵緑地パーククラブ　会長　殿元日出夫

泉佐野丘陵緑地パーククラブ　副会長　杉本和彦

欠席委員

元大阪府立大学大学院　教授　前中久行

欠席オブザーバー
大輪会　末澤事務局長

◆傍聴者

一般　５名
◆次第

１　開会

２　所長あいさつ
３　出席者紹介
４　報告案件
　　・平成23年度運営会議開催計画について

　　・平成22年度大輪会支援について

　　・第３期パークレンジャー養成講座の募集結果について

　　・第１～４回パークレンジャー養成講座について

　　・平成23年度工事予定

・平成22年度委託成果（パークセンター、コラボレーション区域）

（現地視察後に報告）
　　・パーククラブ活動報告（３～５月）について５　現地視察
６　協議案件
      ・パーククラブ活動計画（６～９月）について

７　合意形成案件
      ・パーククラブ会則の改正について

      ・泉佐野丘陵緑地運営会議設置要綱の改正について

８　閉会

◆報告案件

増田委員長
・パークレンジャー養成講座に補欠枠で追加した受講生には、補講を実施しているのか。
事務局

・各回で補講を実施している。

増田委員長
・去年度の運営会議で、パークセンターの設計について議論を重ねたが、うまくまとまらなかった。実施設計においても検討するべき点があるが、今年度内には実施設計を完成させなければいけない。実施設計に関するスケジュールはどのようになっているのか。
事務局

・7月に業者の入札を予定している。

増田委員長
・入札は一般競争入札で行うのか。
事務局

・一般競争入札を行う。
増田委員長
・パークセンターは公園のシンボルとなる施設なので、運営会議でしっかり議論する場を設けていただきたい。
・園内の階段整備に使用する間伐材は確保できているのか。
事務局

・工事に伴ってやむをえず伐採した木がある。また、杭については間伐材でなくストックしている市柱を使用するなどしっかりしたもので施工する必要があるかもしれないと考えている。
増田委員長
・間伐材を生木のまま使用すると頻繁に交換しなければいけないので、防腐処理された支柱を使用するのが良い。
殿元委員
・谷口池と向井池をつなぐ水路付近から竹の丘へ向かう通路にも、階段を整備していただきたい。また、レンジャー広場から郷の館に上がる法面へ向かう部分にも階段を整備していただきたい。
事務局

・谷口池付近の通路はパーククラブと一緒に整備を進めたい。レンジャー広場から郷の館に上がる法面への階段は大阪府が整備する。
増田委員長

・この後の現地調査の時に確認したい。
≪現地調査≫　リーディング区域（遠望）→　コラボレーション区域　→　郷の館
事務局

・5月30日豪雨の影響で切土法面が崩壊してしまった。できるだけ造成を行わず既存樹林を保護し、切土法面の安定勾配を確保するため、1割5分の勾配で造成したもの。

増田委員長

・この地域は非常に崩れやすい土壌なので注意する必要がある。樹木も倒れているが林縁部の樹木は日光の当たる外側に枝葉を伸ばすので倒れやすいことにも注意が必要である。

◆報告７

増田委員長
・タケノコ掘りとタケノコカレーイベントのアンケートでは、参加した理由として「パーククラブに興味があったから」という意見が最も多い。アンケートは大輪会の参加者を対象にとったのか。　
殿元委員
・大輪会からの参加者と一般の参加者の両方を対象にアンケートをとった。
・泉佐野市報に「パーククラブ主催」と掲載したので、興味を持った人が多かったのではないか。

事務局

・5月29日に地元の水利組合と協力して泉佐野丘陵緑地周辺の清掃活動を予定していたが、台風の影　響により中止になった。地域の皆さんにもパーククラブの存在や活動が浸透してきている。

・また、5月31日には、大阪府とパーククラブの役員による連絡調整会議を開催した。自由に意見交換を行う場として、今後も2ヶ月毎に実施する予定である。
増田委員長
・清掃活動のように、一緒に汗をかく作業は、地元の方とのよい交流になる。今後もぜひ進めていただきたい。
・パーククラブでは竹の切った後の扱いに非常に苦労されている。毎回竹の整備作業ばかりだと疲れるので、大阪府と連携して進めていただきたい。

事務局

・竹林管理は、パーククラブの負担にならないよう、基本的には府が発注する委託業務として実施する。
西台委員

・毎回現地に来るたび、公園の広さに驚かされる。うみべの森を育てる会では、活動開始から10年たっても整備できていないところがある。いろんなエリアで整備を進めるよりも、重点的に場所を決め　て整備を進めるほうが、府民の皆さんに気持ちよく楽しんでもらえるのではないか。
増田委員長

・コラボレーションエリア全域で作業を進めなければいけないという焦りもあるだろうが、活動人数が限られているので、優先的に作業するエリアを決めて進めるべきである。
・現地を見て、目標植生像やゾーニングを定める段階にあるという印象を受けた。全てを竹林にする必要はない。樹種転換を行うエリアと、竹林を美しく保存するエリアに分けることが望ましい。
・眺望の開けないところばかりを歩いていると息苦しくなる。眺望が開けている水辺の広場は気持ちよかったので、今後も眺望地点について議論していただきたい。

嘉名委員
・水辺の広場は非常に良い場所である。全てのエリアの整備を一度に進めることは難しい。ポイントを決めて集中して整備するべきである。当面は整備された場所と、未整備の場所が並列して存在することが予測される。しかし、作業前と作業後の姿を比較して見せることで、「パーククラブの努力でこれだけ風景が変わった」と説明することができる。
増田委員長
・イベントで現地を案内する際には、30分で回れるコース、1時間で回れるコースなどのモデルコースはあるのか。
殿元委員
・コースは１種類のみである。
弘本委員
・初めて現地を歩いたが、植物の多様性が楽しめてとても魅力的だった。景観の変化や水辺の広場での視界の転換がドラマチックである。自然に即しながらも、物語性が楽しめるような案内方法を検討すれば、人を惹きつける場所になるのではないか。
・現地視察では、さまざまな解説を受けながら散策できたのでとても面白かった。来園者にも、公園に対する理解が深まる案内方法を検討していただきたい。嘉名委員が言っていたように、この公園は人間が自然に適度に関与しながら育む里山の生態系など、変化のダイナミズムを学べる場所である。
増田委員長
・現地を案内するには、ルートとポイント、キーワードがいくつかあることが望ましい。キーワードやポイントがあれば、ガイドブックの作成やツアーにも利用できる。
松下委員
・本来里山として手入れされていた場所が放置されたため、竹林の侵食が広がった。現在、パーククラブが竹と奮闘してくれていることをありがたく思う。この活動が何年度も続けば、里山の姿がよみがえるのではないか。
下村委員
・パーククラブでは、『バンブー広場』、『郷の小径』など、場所に名前をつけて活動している。広場と道には名前があるが、森や林にはまだ名前がない。森や林にも名前をつけたい。
・景観木や大径木は写真を撮ったり胸高直径を計り、調査を進めている。今年度は、森や林の将来像を図面に落としこんで、誰もがプランを共有できるゾーニング作りを目標としたい。ゾーニングの原案をパーククラブで作って、運営委員の皆さんに検討していただきたい。
◆協議案件
西台委員

・パーククラブとうみべの森を育てる会の交流では、30人ほど来ていただけると聞いている。うみべの森を育てる会は、参加者の年齢層が高いので、パーククラブと一緒に作業ができることを楽しみにしている。お互いに交流を深めていきたい。
増田委員長
・一緒に作業をして汗を流したあと、意見交換会を行い、先人としての教えを伝えていただきたい。

・草本調査のコドラートの長さは２ｍで十分である。

・７～９月は酷暑が続くので、あまり無理をしないよう気をつけて活動していただきたい。
杉本委員
・去年も９月は特に暑かった。夏場の活動は勉強会に切り替えるなど気候により臨機応変に対応したい。

増田委員長
・７～９月は気候的に山での作業は厳しい。
・今後の活動に向けて、大木の切り倒し方の講習会を実施することが望ましい。林の中で木を切る際の安全講習なども実施しているところがある。
事務局

・先日の連絡調整会議でチェーンソーの利用について提案があった。みなさんと作業を進めるにあたって、協議しながら進めていきたい。

増田委員長
・高木を伐採する場合は、事前に短い木で練習するべきである。チェーンソー等の機械の使用は通常のボランティア保険の保障範囲外である。
・郷の館は板の間で風が入ってきてとても気持ち良い空間となっている。１クラス単位で学校も受け入れることが可能である。パーククラブも活動日はここで昼食を食べているのか。
殿元委員
・中には入らず、縁側に腰かけるような形で食事をしている。
◆合意形成案件

＜パーククラブ会則の改正について＞
増田委員長
・会則が充実してきている。皆さん異議がないようなので、承認とする。

＜泉佐野丘陵緑地運営会議設置要綱の改正について＞
・昨年度まで運営委員として参加していた4名（澤木委員、永田委員、吉野委員、清野委員）については、アドバイザーという形で今後、必要な際にアドバイスいただくということが承認された。
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